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二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
「
平
成
12

年
度
新
地
町
成
人
式
」
が
８
月
15
日
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

新
成
人
141
人
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
新
成
人
を
は
じ
め
、
来

賓
、
町
、
議
会
関
係
者
ら
約
180
人
が

出
席
。
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
「
コ

ー
ル
し
お
さ
い
」
の
リ
ー
ド
に
よ
る
国

歌
斉
唱
、
新
地
町
の
歌
に
続
き
、
荒

町
長
が
「
ひ
ろ
い
心
と
豊
か
な
創
造

力
、
自
主
自
立
の
精
神
で
21
世
紀
づ

く
り
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
来
賓
の
加
藤
貞
夫
県
議
、

加
藤
憲
郎
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
目
黒
寿
彦
さ

ん
（
新
地
町
）
が
「
ま
だ
力
不
足
で

す
が
、
多
く
の
知
識
を
得
て
成
長
し

た
い
」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
、
続

い
て
８
人
の
新
成
人
が
壇
上
に
立
ち
、

20
歳
を
迎
え
て
の
喜
び
や
抱
負
な
ど

を
発
表
し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
福
島
市
の
波
恵
ダ
ン

ス
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
主
宰
の
石
山

波
恵
さ
ん
が
「
夢
を
実
現
さ
せ
る
に

は
」
と
題
し
講
演
を
行
い
、「
夢
は
思

い
続
け
努
力
す
れ
ば
か
な
う
も
の
で

す
。
万
が
一
か
な
わ
な
く
と
も
努
力

し
た
こ
と
に
よ
り
違
う
道
が
開
け
ま

す
。
早
く
自
分
の
目
標
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
最

後
に
得
意
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う

「
平
成
12
年
度
町
敬
老
会
」
を
、
９

月
15
日
の
敬
老
の
日
に
町
総
合
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

今
年
の
招
待
者
は
、
65
歳
以
上
の

男
女
２
、１
０
８
人
で
す
。

式
で
は
、
80
歳
以
上
の
方
に
賀
寿

贈
呈
、
88
歳
、
90
歳
の
方
に
長
寿
杯

贈
呈
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦

38
組
に
金
婚
夫
婦
表
彰
な
ど
を
行
い

長
寿
を
祝
い
ま
す
。

ま
た
、
式
終
了
後
は
３
地
区
婦
人

会
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
楽
し
い
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

平
成
　
年
度
成
人
式 

12

役
場
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
８
年
３
月
に
役
場
庁
舎
建
設
基

金
条
例
を
制
定
し
、
こ
れ
ま
で
建
設

す
る
場
所
を
含
め
て
役
場
庁
内
は
も

と
よ
り
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
百
人
委

員
会
、
各
種
団
体
、
建
築
専
門
家
の

先
生
方
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
頂
き
、
そ
の
意

向
を
踏
ま
え
て
、
去
る
６
月
の
町
議

会
で
現
在
の
役
場
庁
舎
北
側
の
町
有

地
（
駐
車
場
）
に
建
設
す
る
こ
と
で

議
決
を
頂
き
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は

を
重
視
し
、
町
民
が
親
し
み
や
す
い
、

そ
し
て
維
持
管
理
し
や
す
い
庁
舎
の

建
設
を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
基
本
設
計
に
か
か
る
構
想

の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
お
り
、
来

年
３
月
ま
で
に
設
計
を
完
了
し
、
平

成
13
・
14
年
度
の
２
カ
年
事
業
で
建

設
工
事
を
行
う
計
画
で
進
め
て
お
り

ま
す
。

庁
舎
と
し
て
の
建
物
は
も
と
よ
り

緑
化
な
ど
周
辺
整
備
に
も
十
分
配
慮

し
、「
こ
こ
が
新
地
町
・
こ
れ
が
新
地

町
・
さ
す
が
新
地
町
」
と
言
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
を
調
べ

る
た
め
に
だ
け
行
わ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
生
か
さ
れ
る

貴
重
な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
調

査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の
男
女

の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
、

住
居
の
種
類
な
ど
、
全
部
で
22
項
目

で
す
。

い
ま
日
本
は
少
子
化
や
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
住
宅
、
福
祉
、
交
通
、
雇

用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
対

策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
調
査
の
結

果
は
、
わ
た
し
た
ち
の
将
来
の
生
活

基
盤
を
支
え
る
デ
ー
タ
に
な
る
の
で

す
。よ

り
暮
ら
し
や
す
い
未
来
の
姿
を

描
く
た
め
に
、
あ
な
た
の
”い
ま
“を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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子
　
10
月
１
日
に
大
き
な
調
査
が
あ

る
っ
て
聞
い
た
よ
。

父
　
国
勢
調
査
だ
ね
。
５
年
に
一
度

の
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
が
か
か
わ
る
統
計
調
査

だ
よ
。
日
本
人
も
外
国
人
も
、

み
ん
な
答
え
る
ん
だ
。

子
　
う
ち
に
も
調
査
に
来
る
の
？

父
　
そ
う
だ
よ
。
調
査
票
と
い
う
紙

が
配
ら
れ
た
ら
、
家
族
の
人
数
、

生
ま
れ
た
年
や
月
な
ど
を
書
き

込
ん
で
提
出
す
る
ん
だ
。

子
　
ぼ
く
の
こ
と
も
書
く
の
？

父
　
も
ち
ろ
ん
。
５
歳
の
男
の
子
っ

て
ね
。

子
　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

も
入
る
の
？

父
　
そ
う
。
タ
ロ
ウ
の
妹
の
こ
と
も
、

忘
れ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
書
か
な
く

ち
ゃ
。
新
し
い
家
族
だ
か
ら

ね
。

子
　
そ
れ
な
ら
、
早
く
赤
ち
ゃ
ん
の

名
前
を
決
め
よ
う
よ
。
マ
マ
と

赤
ち
ゃ
ん
が
退
院
し
て
帰
っ
て

く
る
の
は
あ
し
た
だ
よ
。

父
　
う
ー
ん
。
も
う
少
し
考
え

て
・
・
・
。

［9月23日から］
▼

［10月1日現在で］
▼

［10月9日まで］
▼

▼
［1 2 月下旬～］

10
月1
日、国

勢調査が行われます。

９
月
下
旬
か
ら
、
次
の
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
世
帯
を
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

鈴
木
　
一
夫
（
鉄
炮
町
）

後
藤
　
顯
一
（
新
地
町
）

加
藤
　
征
子
（
新
地
町
）

阿
部
　
　
孝
（
城
内
）

窪
田
　
松
雄
（
沢
口
）

荒
井
　
信
雄
（
大
山
田
）

横
山
　
　
信
（
明
地
）

荒
　
　
二
郎
（
中
里
）

目
黒
　
廣
忠
（
木
崎
）

荒
　
健
二
郎
（
埒
浜
）

荒
　
　
百
三
（
作
田
）

加
藤
　
哲
治
（
上
真
弓
）

林
　
　
隆
雄
（
上
真
弓
）

加
藤
　
　
徳
（
岡
）

加
藤
　
春
男
（
岡
）

大
堀
　
二
郎
（
岡
）

水
戸
　
好
美
（
杉
目
）

加
藤
　
鉄
昭
（
杉
目
）

菊
地
　
　
忠
（
新
地
町
）

片
平
　
洋
子
（
新
地
町
）

三
品
　
好
春
（
新
地
町
）

志
茂
　
　
弘
（
中
島
）

目
黒
　
敏
夫
（
小
川
）

小
野
　
二
郎
（
小
川
）

五
十
嵐
恒
雄
（
小
川
）

伊
藤
　
　
章
（
小
川
）

斎
藤
福
太
郎
（
釣
師
）

小
野
　
雄
治
（
釣
師
）

竹
沢
　
正
美
（
大
戸
浜
）

寺
島
　
勝
治
（
大
戸
浜
）

菅
野
　
　
守
（
今
泉
）

斎
藤
　
利
幸
（
菅
谷
）

菅
野
　
　
美
（
菅
谷
）

太
田
　
政
光
（
高
田
）

武
澤
　
典
幸
（
駒
ヶ
嶺
町
）

西
方
　
市
郎
（
駒
ヶ
嶺
町
）

後
藤
　
桂
一
（
新
町
）

岡
崎
　
　
稔
（
城
内
）

吉
田
　
　
進
（
藤
崎
）

菅
野
　
正
實
（
藤
崎
）

荒
　
　
麗
子
（
今
神
）

木
村
　
孝
行
（
渋
民
）

目
黒
　
清
文
（
富
倉
）

寺
島
　
　
守
（
原
相
善
）

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
世
帯
に

お
う
か
が
い
し
、
調
査
票
を
配
り
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
、「
調
査
票

の
記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、

住
ん
で
い
る
人
に
つ
い
て
も
れ
な
く

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
・
数
字
記
入

方
式
で
す
。
該
当
す
る
項
目
の

印

を
黒
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数

字
を
記
入
し
た
り
し
て
回
答
し
ま
す
。

記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
法
律
に
よ
っ

て
厳
密
に
守
ら
れ
ま
す
。
外
部
に
も

れ
た
り
統
計
を
作
成
す
る
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票
は
、
10
月
上
旬
に
調
査
員

が
受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。
記
入

に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
調
査

員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
菊
地
幸
子
会

長
）
は
８
月
10
日
�
、
手
作
り
の
「
マ

ジ
ッ
ク
た
わ
し
」
２
、
４
０
０
個
（
町

内
全
世
帯
分
）
を
町
に
寄
贈
し
ま
し

た
。こ

の
マ
ジ
ッ
ク
た
わ
し
は
、
会
員
が

ア
ク
リ
ル
の
毛
糸
で
一
個
一
個
編
ん
だ

も
の
で
、
洗
剤
を
使
わ
な
く
て
も
茶
渋

や
油
汚
れ
が
落
ち
る
環
境
に
や
さ
し
い

た
わ
し
で
、
毎
日
使
っ
て
も
半
年
ぐ
ら

い
持
つ
大
変
経
済
的
な
も
の
で
す
。

町
で
は
さ
っ
そ
く
町
内
全
世
帯
に
配

布
し
て
、
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
道
に
張
り
出
し
て
い
る
立
木
の
伐

採
や
道
路
脇
の
雑
草
の
除
草
、
投
げ
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
、
道
路
を

見
通
し
よ
く
安
全
に
通
行
し
て
も
ら
お
う

と
、
町
建
設
業
組
合
（
角
田
義
正
組
合

長
・
８
社
）で
は
８
月
10
日
�
、
地
蔵
川

堤
防
道
路
と
町
道
南
菅
谷
福
田
線
で
伐

採
・
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
８
月
の
道
路
愛

護
月
間
に
ち
な
ん
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
地
域
の
方
々
も
協
力
し
な

が
ら
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
草
刈
機

で
伐
採
・
除
草
し
ま
し
た
。

�

�
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
平
間
甲
一
会

長
）
の
輪
投
げ
大
会
が
８
月
24
日
�
、
町

総
合
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
今
年
で
21
回
目
で
、
各
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
さ
れ
た
個
人
戦
、

団
体
戦
そ
れ
ぞ
れ
48
チ
ー
ム
の
選
手
４
３

１
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

●
優
勝
大
戸
浜
Ｂ
チ
ー
ム
、
準
優
勝
真
弓

Ｂ
チ
ー
ム
、
第
３
位
今
泉
Ｂ
チ
ー
ム

ま
た
、
当
日
は
「
悪
徳
商
法
に
対
処
す

る
方
法
」
と
題
し
て
、
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
高
木
和
宏
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
目
黒
麻
野
さ
ん
（
98
歳
・

小
川
）
と
鈴
木
サ
カ
イ
さ
ん
（
98
歳
・

駒
町
）
に
特
別
敬
老
祝
金
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
20
万
円
ず
つ
を
98
歳
の
誕
生
日

に
贈
り
ま
し
た
。

目
黒
さ
ん
は
、
明
治
35
年
８
月
３

日
生
ま
れ
で
、
今
で
も
食
事
は
残
さ
ず

食
べ
る
、
好
き
嫌
い
の
な
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
明
治
35
年
８
月
20
日
生

ま
れ
で
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す

る
、
と
て
も
活
発
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

�

� 特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
地
ホ
ー

ム
の
夏
ま
つ
り
が
８
月
19
日
�
、
同

ホ
ー
ム
の
中
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
提
灯

飾
り
や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
か
き
氷

な
ど
の
屋
台
が
な
ら
べ
ら
れ
、
小
川
地

区
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
入
所

者
の
家
族
な
ど
大
勢
の
方
が
訪
れ
た

中
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
や
盆
踊
り
、

花
火
大
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

入
所
者
の
皆
さ
ん
も
唄
や
踊
り
に

参
加
し
、
夏
の
夜
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
し
ん

ち
盆
市
」
が
８
月
12
日
�
の
夕
方
、

役
場
北
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
花
や
線
香
、
ろ
う
そ
く

な
ど
の
お
盆
用
品
や
、
野
菜
、
鮮
魚
、

日
用
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、
町

民
を
は
じ
め
、
帰
省
中
の
家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
２
０
０
１
年
７

月
７
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
う
つ
く

し
ま
未
来
博
」
の
Ｐ
Ｒ
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
う
ち
わ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な

ど
の
未
来
博
グ
ッ
ズ
を
来
場
者
に
配

布
し
ま
し
た
。

�

新
地
城
跡
の
保
存
・
活
用
と
地
域

の
活
性
化
に
と
、
昨
年
か
ら
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
祭
り
を
開
催
し
て
い
る
新
地
城
趾

会
（
片
平
昭
八
会
長
）
が
８
月
16
日

�
、
新
地
城
西
舘
跡
の
畑
で
春
に
種
を

ま
い
た
ス
イ
カ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
も
大

勢
集
ま
り
、
ス
イ
カ
狩
り
や
ス
イ
カ
割

り
大
会
を
楽
し
み
、
取
れ
た
て
の
ス
イ

カ
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味
わ
い
ま
し
た
。

城
趾
会
で
は
、
秋
に
は
ス
イ
カ
畑
の

隣
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
祭
も

計
画
し
て
ま
す
。

�
相
馬
地
方
の
魚
介
類
、
農
産
物
を

食
材
に
「
第
１
回
チ
ビ
ッ
コ
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
新
地
大
会
」
が
７
月
31
日

�
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
町
内
小
学
校
か
ら
参
加
し
た

４
チ
ー
ム
の
児
童
た
ち
が
料
理
の
腕
を

競
い
ま
し
た
。

競
技
は
午
前
９
時
か
ら
始
ま
り
、

チ
ー
ム
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
品

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
試

食
し
な
が
ら
審
査
に
入
り
、
福
田
小

「
５
年
パ
ワ
ー
ズ
」
の
カ
レ
イ
を
使
っ

た
作
品
「
釣
師
の
海
は
暑
い
よ
」
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
福
田
小

「
５
年
パ
ワ
ー
ズ
」
は
、
10
月
の
相
双

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

�



読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
イ
ミ
ー
」
が

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い
絵

本
や
紙
芝
居
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

˝x œ

・
海
峡
の
蛍
火
　
　
　
　
杉
　
洋
子

大
陸
と
日
本
を
へ
だ
て
る
海
峡
に

浮
か
ぶ
小
国
対
馬
。
信
長
亡
き
後
、

天
下
人
と
な
っ
た
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
。

鎌
倉
〜
明
治
を
生
き
続
け
た
島
主
と

家
臣
、
島
人
た
ち
を
襲
う
悲
劇
と
は
。

・
あ
や
し
〜
怪
〜
　
　
宮
部
み
ゆ
き

「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
震
え
て
る

じ
ゃ
ね
え
か
。
悪
い
夢
で
も
見
た
の

か
い
？
」
月
夜
の
晩
の
、
江
戸
に
ま

つ
わ
る
本
当
に
恐
い
怪
談
の
数
々
を

描
い
た
江
戸
ふ
し
ぎ
噺
。
全
９
話
。

・
わ
が
息
子
の
心
の
闇

・
文
学
館
と
う
ほ
く
紀
行

・
宮
城
県
の
渓
流

・
続
伊
東
家
の
食
卓
裏
ワ
ザ
大
全
集

・
み
や
ぎ
遊
食
便
利
帳

・
ス
ー
パ
ー
の
新
顔
野
菜
を
お
い
し

く
食
べ
る
本

・
女
性
記
者
奔
る
〜
い
ま
だ
か
ら
言

え
る
こ
の
事
件
あ
の
話

・
さ
よ
な
ら
エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん

大
塚
敦
子

ガ
ン
の
告
知
を
受
け
た
エ
ル
マ
お

ば
あ
さ
ん
が
自
宅
で
静
か
に
死
を
迎

え
る
ま
で
の
一
年
間
を
愛
猫
キ
テ
ィ

の
目
を
通
し
て
綴
る
。
ア
メ
リ
カ
の

が
ん
告
知
の
あ
り
方
を
含
め
、
死
そ

の
も
の
を
、
克
明
に
伝
え
る
写
真
絵

本
。

・
課
外
授
業
よ
う
こ
そ
先
輩

・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
エ
ッ
セ
ン
ス
（
ス
ヌ

ー
ピ
ー
）

・
日
本
人
は
水
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
き
た
か
（
物
づ
く
り
に
見
る
日

本
人
の
歴
史
）

・
子
ど
も
の
マ
ナ
ー
図
鑑

・
朝
の
読
み
物
ハ
ー
ト
が
あ
た
た
か

く
な
る
話

・
し
か
け
絵
本
の
作
り
方

・
グ
ラ
フ
で
み
る
日
本
の
産
業
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら

・
た
こ
や
き
マ
ン
ト
ン
め
い
ろ
え
ほ
ん

「
せ
ん
せ
い
！
き
ょ
う
○
○
ち
ゃ

ん
き
た
？
」
と
大
き
い
子
ど
も
た
ち

が
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
に
や
っ
て
き

ま
す
。

新
地
保
育
所
で
は
、
平
成
11
年
度

か
ら
乳
児
保
育
を
始
め
、
現
在
９
名

の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
生
後
４
カ

月
か
ら
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
。

保
育
室
に
は
、
乳
児
用
の
ベ
ッ
ド

や
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
テ
ー
ブ
ル
つ
き

の
い
す
な
ど
が
あ
り
、
月
齢
に
合
わ

せ
て
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畳
と

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
分
か
れ
た
床
を
は

い
は
い
し
た
り
、
乳
児
用
の
す
べ
り

台
を
す
べ
っ
た
り
と
、
広
い
保
育
室

で
伸
び
伸
び
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

遊
具
や
保
育
室
は
赤
ち
ゃ
ん
が
な
め

た
り
、
は
い
は
い
し
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
、
毎
日
消
毒
し
ゴ
ミ
ひ
と
つ

に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

乳
児
は
発
達
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
一
人
が
眠

っ
た
か
と
思
え
ば
、
他
の
子
が
起
き

た
り
、
４
〜
５
人
に
一
斉
に
泣
か
れ

て
て
ん
て
こ
ま
い
の
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

や
語
り
か
け
を
十
分
に
行
い
な
が
ら

保
育
を
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
体
で
迎
え
る
蒸
し
暑
い
夏
。

”こ
の
夏
を
健
康
で
の
り
き
ろ
う
“
と
、

８
月
に
は
一
人
ひ
と
り
の
体
調
に
合

わ
せ
、
沐
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
、
水
遊
び

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
肌
を
清

潔
に
保
つ
だ
け
で
な
く
、
体
内
に
こ

も
る
熱
を
発
散
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
や
水
遊
び
で
は
、
温
水
や

水
に
触
れ
歓
声
を
あ
げ
大
喜
び
で
す
。

中
に
は
泣
き
出
す
お
子
さ
ん
も
い
ま

す
が
汗
も
流
れ
て
す
っ
き
り
さ
わ
や

か
気
分
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
で
室
温

の
調
節
を
し
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

遊
ん
だ
後
は
、
子
ど
も
の
発
達
や

体
調
に
あ
わ
せ
工
夫
さ
れ
た
離
乳
食

を
も
ぐ
も
ぐ
と
食
べ
た
り
、
保
育
士

の
目
を
み
つ
め
て
、
ゴ
ッ
ク
ン
ゴ
ッ
ク

ン
と
ミ
ル
ク
を
飲
み
ま
す
。
お
な
か
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
お
昼
寝
で
す
。

す
や
す
や
と
気
持
ち
良
さ
そ
う
な
寝

顔
。
そ
ん
な
寝
顔
や
笑
顔
を
見
て
い

る
と
心
が
な
ご
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
快
適
に

一
日
が
過
ご
せ
、
伸
び
や
か
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

☆
プ
ー
ル
に
や
っ
て
き
て
、
い
っ
ぱ
い

の
水
を
見
て
（
３
歳
児
）

「
わ
あ
！
　
水
が
大
盛
だ
ー
。」

☆
保
育
士
が
泣
き
虫
の
話
を
す
る
と

（
３
歳
児
）

「
先
生
！
泣
き
虫
っ
て
ど
こ
に
い

る
の
？
」
と
あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

す
る
。

・
燃
え
る
頬
　
　
　
　
　
久
世
光
彦

・
あ
の
世
と
こ
の
世
　
　
永
　
六
輔

・
僕
は
馬
鹿
に
な
っ
た
。

ビ
ー
ト
た
け
し

・
魔
女
の
ル
ル
ー
と
風
の
少
女

村
山
早
紀

魔
女
の
子
ル
ル
ー
は
、
魔
法
書
を

片
手
に
作
り
あ
げ
た
ほ
う
き
で
、
ぬ

い
ぐ
る
み
の
タ
と
と
も
に
、
は
じ
め
て

の
空
の
旅
に
で
か
け
ま
し
た
。
遠
く

見
知
ら
ぬ
街
で
は
ど
ん
な
出
会
い
が

待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

多
人
数
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
に

よ
い
大
型
絵
本
が
入
り
ま
し
た
。
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

・
三
び
き
の
こ
ぶ
た

・
ぐ
り
と
ぐ
ら

・
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん

・
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ

・
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い

・
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し

申
し
込
み
は
、
貸
出
返
却
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

・
ハ
リ
ソ
ン
フ
ォ
ー
ド
逃
亡
者

・
バ
ッ
ト
マ
ン
フ
ォ
ー
エ
ヴ
ァ
ー

・
レ
イ
ン
マ
ン

・
オ
ズ
の
魔
法
使

・
コ
ン
タ
ク
ト
特
別
版
　
ほ
か

最
近
増
え
て
来
て
い
る
ガ
ン
の
一

つ
に
前
立
腺
ガ
ン
が
あ
り
注
目
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
従
来
日
本
人
に
は

少
な
い
ガ
ン
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
生
活
様
式
、
特
に
食
生
活
が
欧

米
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
日
本
人
で
も

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
新
た
に
診

断
さ
れ
た
前
立
腺
ガ
ン
の
患
者
数
は

１
９
７
５
年
に
は
２
千
人
だ
っ
た
の

が
、
１
９
９
５
年
に
は
１
万
人
を
突

破
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
２
０

２
０
年
に
は
２
万
人
以
上
と
な
り
、

ガ
ン
の
第
一
位
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
予
想
も
あ
り
ま
す
。
前
立
腺

ガ
ン
に
特
有
の
症
状
も
な
く
、
症
状

の
上
で
は
ガ
ン
も
前
立
腺
肥
大
も
全

く
同
じ
で
す
。
前
立
腺
ガ
ン
の
早
期

発
見
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異

抗
原
）
の
血
液
検
査
は
重
要
で
す
。

新
地
町
で
も
今
年
初
め
て
こ
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
１
㏄
の

採
血
で
で
き
る
検
査
で
す
。
是
非
こ

の
機
会
に
前
立
腺
の
検
査
を
受
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

検
査
を
受
け
ら
れ
る
対
象
の
方
は

50
歳
以
上
69
歳
以
下
の
男
性
で
す
。

検
査
場
所
は
公
立
相
馬
総
合
病
院
、

検
査
費
用
は
５
千
円
で
す
が
、
町
か

ら
２
、８
０
０
円
の
助
成
金
が
で
ま

す
。
定
員
は
50
名
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
10
数
名
の
方
し
か
申
し

込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
の
方
は

印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
と
は
？

ふ
だ
ん
男
の
人
は
自
分
の
前
立
腺
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
と
い
う
こ
と
は

全
く
意
識
し
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
外
か
ら
見

え
る
所
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
外
か
ら

は
簡
単
に
触
る
所
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

前
立
腺
は
膀
胱
の
す
ぐ
下
（
出
口
）の

所
で
尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
ク
ル
ミ
大

（
お
よ
そ
20
㌘
程
度
）
で
す
。
思
春
期

を
過
ぎ
る
頃
か
ら
体
の
重
要
な
働
き
を

ま
か
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。



21
日
　
臨
時
議
会
、
総
合
公
園
施
設

整
備
検
討
懇
談
会

24
日
　
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議
、

事
務
改
善
委
員
会
、
総
合
計

画
策
定
本
部
会

25
日
　
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

28
日
　
21
世
紀
町
づ
く
り
研
究
会
総
会

29
日
　
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第

５
回
町
長
杯
大
会
、
日
本
イ

チ
ョ
ウ
フ
ァ
ー
ム
新
製
品
発

表
会
、
町
青
少
年
育
成
第
４

回
少
年
の
主
張
大
会

30
日
　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
相
馬
地
方
大
会

31
日
　
農
業
集
落
排
水
事
業
「
福
田
地

区
」
通
水
式
、
町
防
犯
協
会
総

会

２
日
　
入
札

３
日
　
目
黒
麻
野
（
98
歳
）
氏
へ
特
別

敬
老
祝
金
の
贈
呈
、
相
馬
港
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

５
日
　
遊
海
し
ん
ち
（
〜
６
日
）

９
日
　
行
政
区
長
会

10
日
　
町
建
設
業
組
合
奉
仕
作
業
、
相
馬

地
方
広
域
水
道
企
業
団
理
事
会

11
日
　
入
札
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日
　
沢
口
芸
能
カ
ラ
オ
ケ
大
会

13
日
　
富
倉
盆
踊
り
大
会
、
真
弓
盆
踊

り
大
会
、
杉
目
地
区
盆
踊
り
大

会
、
作
田
地
区
盆
踊
り
大
会

14
日
　
13
行
政
区
盆
踊
り
大
会
、
岡

地
区
盆
踊
り
大
会
、
藤
崎
ふ

れ
あ
い
盆
踊
り
大
会

15
日
　
町
成
人
式
、
事
務
改
善
委
員
会
、

総
合
計
画
策
定
本
部
会
　
、
木
崎

納
涼
カ
ラ
オ
ケ
芸
能
大
会

19
日
　
特
養
新
地
ホ
ー
ム
夏
祭
り

20
日
　
鈴
木
サ
カ
イ
（
98
歳
）
氏
へ
特

別
敬
老
祝
金
の
贈
呈
、
小
川
あ

ん
こ
地
蔵
尊
盆
踊
り
大
会

（子供） （親） （地区）

澪
れ

那
な

草刈文大・真由美 中　里

翔　碁
し ょ う ご

小泉智一・浩子 新地町

愛
め

生
い

服部光男・和美 小　川

葉　月
は づ き

大堀友行・貴子 岡

明日音
あ す ね

橋浦隆行・照子 小　川

幸　恵
ゆ き え

竹澤正義・浩子 大戸浜

百合香
ゆ り か

林　正弘・恵 今　神

（死亡者） （年齢） （地区）

横山　末子 ７５歳 中　里

菅野きよみ ７９歳 今　泉

林　　晴夫 ８２歳 明　地

（平成１２年7月２１日～8月２０日届出）

国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
及
び
退
職
被
保
険
者

証
）
が
10
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
交
付

予
定
で
す
の
で
、
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
班
長
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、

９
月
30
日
で
無
効
と
な
り
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険

証
と
引
き
換
え
に
返
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
変
更
が
あ

る
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
「
保
険

証
」
と
「
印
鑑
」
を
持
っ
て
役
場
窓

口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

�
町
民
課
（
�
内
線
25
）

９
月
は
全
県
一
斉
の
「
農
地
違
反

転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は
、
農
業
委
員
会
を

通
じ
た
申
請
手
続
き
に
よ
り
、
県
知

事
又
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
が
必

要
で
す
。
無
断
転
用
者
に
は
県
知
事

が
工
事
を
中
止
さ
せ
、
元
の
農
地
に

復
元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
法
的
な

処
罰
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
食
料
、
農
業
、
農
村
基
本

法
」
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の
確
保

と
そ
の
有
効
活
用
に
向
け
、
荒
廃
農

地
に
は
農
業
委
員
会
の
指
導
、
市
町

村
の
勧
告
、
県
農
業
公
社
に
よ
る
買

い
入
れ
協
議
な
ど
遊
休
農
地
、
耕
作

放
棄
地
の
是
正
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
農
業
委
員
又

は
町
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

・
故
菅
野
き
よ
み
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
菅
野
哲
夫
さ
ん
（
今
泉
）
よ
り

10
万
円

◎
寄
付

・
飯
土
井
小
翁
さ
ん
（
新
町
）
よ
り

タ
オ
ル
段
ボ
ー
ル
５
箱
／
菅
野
と
し

子
さ
ん
（
今
泉
）
よ
り
タ
オ
ル
40

枚
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山
元
町
）
よ

り
卵
３
５
０
個
／
菊
地
芳
夫
さ
ん

（
岡
）
よ
り
胡
瓜
16
キ
ロ
／
大
堀
ス
サ

子
さ
ん
（
岡
）
よ
り
胡
瓜
17
キ
ロ
／

鈴
木
憲
治
さ
ん
（
新
地
町
）
よ
り
紙

オ
ム
ツ
多
数

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
新
地
理
容
組
合
有
志
９
人
よ
り
散

髪
／
民
生
児
童
委
員
24
人
よ
り
庭
の

除
草
／
駒
ヶ
嶺
中
老
人
ク
ラ
ブ
35
人

よ
り
庭
の
除
草
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
女
性

の
皆
さ
ん
）
27
回
53
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず

ら
ん
８
回
15
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回

３
人
／
新
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回

２
人

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

� 10月9日（体育の日）
8:30～13:00（予定）

� （コース）
町総合体育館前をスタート・
ゴールに 駒ヶ嶺地区を走行

� ５００円
�
新地公民館（��２０８５）

い
。

�
町
農
業
委
員
会
（
�
�
２
１
１
１
）

町
で
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
方
や
、
身
体
に
何
ら
か
の
障
害
を

持
つ
方
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
の
集
い

を
開
催
し
ま
す
。10

月
〜
平
成
13
年
２

月
ま
で
の
第
２
・
４
木
曜
日

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
日
常
生

活
訓
練
、
野
外
活
動
、
ゲ
ー
ム
等

15
人

９
月
20
日
�

�
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
�
２
０
９
６
）

日　程　　該当地区　　 場　所　　　　　受付時間
９月12日� 岡・杉目 保健センター 午前８時30分～９時

下真弓・大戸浜 午後１時～１時30分
14日� 小川・上真弓 保健センター 午前８時30分～９時

埒浜・作田 午後１時～１時30分
19日� 沢口・鉄炮町 勤労青少年ホーム 午前８時30分～９時

大山田・明地
中里・木崎
中島・今泉 保健センター 午後１時～１時30分

22日� 菅谷・藤崎 駒ヶ嶺公民館 午前８時30分～９時
新町・駒町 午後１時～１時30分
渋民・原相善

26日� 城内・上ノ町 駒ヶ嶺公民館 午前８時30分～９時
富倉
高田・今神 午後１時～１時30分

28日� 新地町 保健センター 午前８時30分～９時
釣師 午後１時～１時30分

� ９月30日�～10月１日�
集合　午前６時30分
出発　午前７時

� 町図書館前駐車場
� 男性２万円　女性１万５千円
� 18歳以上の独身男女（各25人）
� ９月14日�
�
新地公民館（�２０８５）

※健康づくり推進委員を通じて検診録を配布します。
※これから申し込みたい方は町保健センター（��2096）まで



歌
と
踊
り
が
大
好
き
な
活

発
な
子
で
す
。
特
に
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
歌
が
一
番
の
お
気

に
入
り
。
こ
の
ま
ま
素
直
な

子
で
い
て
ネ
。

◆
野
ぶ
ど
う
俳
句
会

明
け
方
よ
百
合
お
ほ
ら
か
に
咲
く
刻
か

加
藤
　
白
穂

風
鈴
の
音
色
き
れ
い
な
午
後
三
時

野
地
せ
い
子

雲
ま
よ
り
彩
な
す
光
揚
花
火

志
茂
　
尚
子

三
滝
川
は
じ
ま
る
里
の
螢
か
な

斎
藤
　
清
子

噴
水
や
風
の
楽
章
変
ホ
調

代
光
　
富
峰

芙
蓉
咲
き
季
節
の
う
つ
り
教
へ
ら
れ

斎
藤
と
も
子

青
芒
早
や
三
尺
と
な
り
に
け
り

小
泉
　
房
子

ひ
で
り
草
ば
か
り
咲
か
せ
て
佗
住
い

林
　
よ
し
子

一
斉
に
�
の
鳴
き
出
す
昼
下
り

小
泉
　
　
淑

静
か
さ
や
小
枝
揺
ら
し
て
猛
暑
な
り

高
橋
　
ト
ク

奥
の
殿
巫
女
の
鈴
の
音
涼
を
呼
ぶ

小
野
ト
メ
ヨ

父
と
子
の
相
似
形
な
る
昼
寝
か
な

佐
藤
　
芳
子

初
秋
や
峠
越
え
来
し
人
に
会
う

渡
辺
た
か
を

自
動
車
の
お
も
ち
ゃ
で
毎

日
遊
ん
で
い
ま
す
。
食
べ
物

は
好
き
嫌
い
も
な
く
、
何
で

も
食
べ
る
の
で
元
気
い
っ
ぱ

い
。
素
直
で
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

町
文
化
協
会
で
は
、
伝
承
活
動
の

一
環
と
し
て
民
話
・
昔
話
な
ど
を
広

く
募
り
、
こ
れ
を
21
世
紀
へ
語
り
継

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
家
庭
で
先
祖
か
ら
語
り
継
が

れ
て
き
た
昔
話
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で

ど
こ
に
も
発
表
（
町
史
な
ど
）
し
て

な
い
も
の
を
、
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
昔
話
な
ど
を
話

し
て
く
れ
る
「
語
り
部
」
も
合
わ
せ

て
募
集
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
昔
話
が
好
き
な
近
く
の
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
で
、
４

０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
題

名
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
国
勢
調
査

今
年
の
10
月
１
日
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
最
初
の
国
勢
調
査
は

今
か
ら
80
年
前
の
１
９
２
０
（
大
正

９
）
年
に
実
施
さ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
５

年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
が
17
回
目

で
す
。
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
、
世

帯
数
な
ど
を
集
計
し
、
都
市
計
画
、

社
会
福
祉
計
画
、
経
済
計
画
な
ど
を

立
て
た
り
す
る
基
礎
資
料
等
に
活
用

さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
前
回
（
平

成
７
年
）
の
調
査
結
果
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

●
日
本
の
総
人
口

125,570,246

人
（
町
は9,093

人
）

●
65
歳
以
上
の
人
口

18,260,822

人
、
総
人
口
の14.5

％

（
町
は1,918

人
、21.1

％
）

●
14
歳
以
下
の
人
口

20,013,730

人
、
総
人
口
の15.9

％

（
町
は1,618

人
、17.8

％
）

●
世
帯
数

43,899,923

世
帯

（
町
は2,324

世
帯
）

●
１
世
帯
当
た
り
の
人
数

2.82

人
（
町
は3.91

人
）

●
結
婚
率

男62.6

％
、
女59.1

％

（
町
は
男69.4

％
、
女65.1

％
）

●
持
ち
家
世
帯
、
持
ち
家
率

25,633,037

世
帯
、60.2

％

（
町
は1,967

世
帯
、84.6

％
）

※
平
成
７
年
10
月
１
日
現
在

マーク先生は、夏休みでカナダに帰ってました

ので、今月はお休みします。来月号をお楽しみに。

と し み

福田中里で鍼灸院を開業しながら、手作りのリサイクル
楽器で演奏会、作り方教室など精力的に活動している荒利
美さん（39歳・中里）。既成の音楽にとらわれず、自然の音
を大切に手作りの楽器で、交流し、ふれあい、音を楽しんで
います。
荒さんは、中学、高校と吹奏楽に接してから趣味でジャ

ズ、ラテン音楽を演奏していましたが、「まわりの反応、評
価が気になり楽しく演奏できなくなっていた。自分でもっと
楽しまなければと思っていたときに、空き缶やドラム缶、煙
突などを使った演奏を見て、自分で楽器を作り演奏すれば
楽しいかも」と楽器づくりのきっかけを話します。
手作りの楽器は、これまで100種類以上で「オリジナルの

ものもありますが、南米、アジア、アフリカの伝統的な楽器
をアレンジしたものがほとんどです。材料や気候風土が違う
ので本物と同じには作れません。すべて自分のサイズに合わ
せ、好きなように演奏しています」
現在は、「月１回ぐらいで

演奏会や体験教室の依頼が
来ますが、自分は手作りの楽
器や音を通して人とふれあい
たい。私の楽器は使い方は自
由です。好きなように音を出
して、歌って楽しんでもらい
たい。それが人と人とのコミ
ュニケーションに役に立った
り、子どもたちに音楽の素晴
らしさを感じてもらえればと
思います」と力強く話してく
れました。

・
作
品
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
書
い

て
郵
送
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
さ
れ
た
原
稿
は
、

す
べ
て
作
品
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず

製
本
の
う
え
、
応
募
者
へ
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
語
り
部
に
よ
っ
て
広
く

利
活
用
し
ま
す
。若

干
名

応
募
者
に
は
、
う
つ
く

し
ま
未
来
博
語
り
部
講
座
の
受
講
機

会
が
あ
り
ま
す
。10

月
30
日
�
（
民
話

昔
話
の
原
稿
、
語
り
部
と
も
同
じ
）

�〒
９
７
９-

２
７
０
２

新
地
町
谷
地
小
屋
字
樋
掛
田
40-

１

新
地
公
民
館
内
「
昔
話
・
語
り
部
募

集
」
係
（
�
�
２
０
８
５
）



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

盆
踊
り
は
、
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

に
、
精
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
老
若
男
女
が
浴
衣
や
仮
装
な
ど
思
い
思
い
の
支
度
で
盆
唄

に
合
わ
せ
踊
り
ま
す
。
多
く
は
お
寺
や
広
場
な
ど
で
や
ぐ
ら
や
灯
籠
を
中
心
に
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
が
、
徳
島

市
の
阿
波
踊
り
の
よ
う
に
、
町
を
行
進
し
な
が
ら
踊
る
も
の
と
二
通
り
の
形
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
盆
の
儀

式
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
室
町
末
期
か
ら
は
民
衆
娯
楽
と
し
て
発
達
し
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
、
こ
の
時
期
、
各
地
区
ご
と
に
盛
大
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
写
真：

８
月
20
日
に
行
わ
れ
た
「
あ
ん
こ
地
蔵
尊
盆
踊
り
大
会
」）

★
今
月
号
の
特
集
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
10
月
１
日

か
ら
国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
私
も
今
年
か
ら
統

計
調
査
の
担
当
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て
の
統

計
調
査
事
務
に
思
考
錯
誤
し
な
が
ら
、（
晴
）
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
の
調
査
は
10
年
に
一
度
の
大
規
模
調
査
と
あ
っ
て

皆
さ
ん
に
記
入
し
て
も
ら
う
項
目
も
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
の

大
切
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
★
夏
真
っ
盛
り
と
取
材
に
と
び
ま
わ
っ

た
「
遊
海
し
ん
ち
」
…
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会

い
な
が
ら
し
っ
か
り
日
に
焼
け
た
８
月
で
し
た
。
さ

わ
や
か
な
秋
風
と
と
も
に
食
欲
の
秋
へ
と
…
ま
だ
ま

だ
元
気
に
か
け
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
武
）

広
報
し
ん
ち
８
月
号
の
消
息
（
お

誕
生
お
め
で
と
う
）
の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
し
た
「
濱
中
享
」
さ
ん
は
「
濱

中
亨
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


